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発表　②

「日本教員養成課程でJFスタンダードを生かしている
現状と課題～モンゴル国立教育大学事例～」

　D.ボルマー（モンゴル国立教育大学）
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配布資料の補足

質疑応答

１．外国語教員養成カリキュラム

・ 教育大学で日本語コースを始めたのは1998年。ただし当時は教員ではなく翻訳者を養成するカリ

キュラムだった。その後、2006年（翻訳者・教員養成）、2007年（教員養成）を経て、2014年から外国

語教員養成カリキュラムを実施することになった。

・ 当カリキュラムは6つの外国語（英語、日本語、ロシア語、ドイツ語、韓国語、中国語）全てで同じ目

標と内容になっている。

・ 学士課程の卒業には120単位（基礎科目21単位、教職関連科目39単位、専攻専門科目60単位）が

必要。基礎科目は2年生の終わりまで、教職関連科目は3年生の終わりまでに履修し終わり、専攻

専門科目である日本語は1年生後期から４年生にかけて履修する。

２．日本語教育の現状

・ 日本語教育の目標はB2レベルの日本語能力を身につけさせること。教育大学には田舎出身の学

生が多く日本語はゼロから始める学生が大半であり、49単位という少ない日本語授業の中でB2レ

ベルを目指すのは非常に大変。

・ もう一つの目標は、初中等日本語教育スタンダードを理解した教育ができるような日本語教員を養

成することで、そのための授業も多い。

・ 主教材として、1年生後半と2年生前半では『できる日本語初級』、2年生後半と3年生前半では『同

初中級』、3年生後半と4年生前半は『同中級』を使用している。4年生後半は特に決まった教材はな

く、卒業試験に向けた準備や、自律学習を行っている。

・ 日本語コースの目標を達成するために、各科目の目標もたてている。学年（授業）が進むにつれて

目標も難易度を上げていく。

・ 読解の授業であっても、ただ読むだけではなく、できるだけ最後に何か成果物が出せるような授業

にしている。

Q1.　E.バトジャルガル先生（モンゴル国立大学）

教育大学の学生が、教育実習先で実際に『できるモン』を使って、どのような感想を言っていますか。

A1.　D.ボルマー先生

『できるモン』のような構成で授業をするととてもやりやすいし、生徒にとってもいいことに気付いたと言

っていますが、一方で、自分で教案を作るときとても困っているようです。例えば、『できるモン』では、導

入部分で生徒から話を引き出す必要がありますが、それがうまくいかず、どうしたらもっと話してもらえた

のか、授業の後で悩んでいることが多いです。

Q2.　E.バトジャルガル先生（モンゴル国立大学）

教育実習に出るまでに、大学で『できるモン』を使っていますか。


